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教
育
再
生
の
廃
墟
に

│国
民
は
学
習
す
る
機
械
で
あ
る
と
し
て
、
問
題
は「
進
歩
主
義
教

育
」か「
伝
統
的
教
育
」か
。
個
人
の
自
由
・
自
主
性（
あ
る
い
は
、
自

主
性
を
育
て
る
た
め
の「
ゆ
と
り
」）を
重
視
す
る「
進
歩
主
義
教
育
」は
、

「
伝
統
的
教
育
」の
行
き
過
ぎ
た（
と
言
わ
れ
る
）規
制
か
ら
子
供
や

教
育
者
を
自
由
に
す
る
こ
と
を
語
る（
し
か
し
、「
進
歩
主
義
教
育
」を

唱
え
る「
大
人
」自
身
は
、ど
れ
く
ら
い
自
由
を
体
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
）。

学
力（
指
定
さ
れ
た
教
材
の
理
解
力
・
習
熟
力
）や
伝
統
的
規
律
を
重
視

す
る「
伝
統
的
教
育
」は
、「
進
歩
主
義
教
育
」の
行
き
過
ぎ
た（
と

言
わ
れ
る
）個
人
の
放
任
か
ら
標
準
的
学
力（「
国
際
競
争
力
」確
保
の
た

め
の
？
）や
伝
統
的
規
律
を
保
守
す
る
こ
と
を
語
る（
し
か
し
、「
伝
統

的
教
育
」を
唱
え
る「
大
人
」自
身
は
、ど
れ
く
ら
い
学
力
や
伝
統
的
規
律
を

身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
）。

自
由
・
自
主
性
を
唱
え
る「
進
歩
主
義
教
育
」の
支
持
者
た
ち
は
、

「
伝
統
的
教
育
」に
は
復
古
的
な
国
家
主
義
・
封
建
主
義
に
走
る

危
険
性
が
あ
る
と
批
判
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
由
・
自
主
性

を
唱
え
て
い
る
だ
け
の「
進
歩
主
義
教
育
」は
、実
際
の
と
こ
ろ
、自0

ら
の
批
判
対
象
と
共
犯
関
係
を
結
ん
で
い
る
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（
そ
の
理
由
は
後
述
す

る
）。
し
か
も
、こ
れ
に
無
自
覚
で
は
な
い
か
。
他
方
、「
伝
統
的
教

育
」の
支
持
者
た
ち
は
、
個
人
の
自
由
・
自
主
性
ば
か
り
称
賛
し
て

き
た「
進
歩
主
義
教
育
」の
害
悪（
と
言
わ
れ
る
も
の
）を
正
し
、標
準

的
学
力
や
伝
統
的
規
律
の
再
生
を
計
る
こ
と
が
、
国
民
の
品
格
・

国
際
競
争
力
・
公
共
意
識（
愛
国
心
）を
向
上
さ
せ
る
と
主
張
す
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
力
や
伝
統
的
規
律
を
唱
え
て
い
る
だ
け（
そ

し
て
、学
科
の
授
業
時
間
を
増
や
し
、「
奉
仕
活
動
」の
時
間
を
設
け
る
だ
け
）

の「
伝
統
的
教
育
」は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
批
判
す
る
害
悪
を
自
ら
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（
こ
の
理
由
も
後
述
す
る
）。

教
育
思
想
・
教
育
行
政
は
何
を
欲
し
て
、「
伝
統
的
教
育
」「
進
歩

主
義
教
育
」の
二
者
択
一
で
教
育
を
語
り
続
け
る
の
だ
ろ
う
。「
伝

統
的
教
育
」に
対
す
る
反
動
と
し
て「
進
歩
主
義
教
育
」が
唱
え
ら

れ
、「
進
歩
主
義
教
育
」に
対
す
る
反
動
と
し
て「
伝
統
的
教
育
」が

唱
え
ら
れ
る
…
…
こ
の
く
り
返
し
。
時
代
の
変
化
と
い
う
名
目
の

も
と
に（
あ
る
い
は
、
何
か
し
ら
の
政
治
的
意
図
の
も
と
に
）、
十
分
な
検

証
を
欠
い
た
ま
ま（
あ
る
い
は
、検
証
の
社
会
的
共
有
が
余
り
に
も
不
十
分

な
ま
ま
）、そ
の
都
度
口
に
さ
れ
る「
教
育
改
革
」「
教
育
再
生
」と
い

う
観
念
先
行
型
の
常
套
句
は
、
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
振
り
子
を

た
だ
左
右
に
揺
ら
し
続
け
る
。

昨
今
、
右
往
左
往
の
周
期
は
著
し
く
早
く
、
特
に
教
育
の
現
場
は

疲
労
を
蓄
積
さ
せ
て
い
る（
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
）。
か
ろ
う
じ
て
獲
得

で
き
る
の
は
、「
教
育
改
革
」「
教
育
再
生
」を
理
由
に
し
た
行
政
や

関
連
業
者（
種
々
の
教
育
機
関
を
含
む
）の
仕
事
と
予
算
と
利
益
の
機

会
。
そ
し
て
、
教
育
と
い
う「
国
民
的
問
題
」（
国
民
的
話
題
）、
支
持

あ
る
い
は
反
対
す
る
こ
と
の
で
き
る「
改
革
」「
再
生
」の
幻
想
だ
ろ

う
か（
幻
想
に
反
対
す
る
立
場
も
ま
た
、幻
想
と
は
異
な
る「
現
実
」を
確
保

す
る
た
め
に
、批
判
で
き
る
幻
想
を
ど
こ
か
で
欲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
）。

「
学
校
改
革
」の
名
の
も
と
に
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
哲
学

者
ジ
ル・
ド
ゥ
ル
ー
ズ（
一
九
二
五
│

九
五
）が「
管
理
と
生
成
変
化
」

（
一
九
九
〇
）の
な
か
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は「
閉
鎖
環
境
」

と
し
て
の「
学
校
制
度
の
解
体
」（
競
争
原
理
・
市
場
原
理
の
強
化
）と
言

え
る
だ
ろ
う
。
学
校
の「
閉
鎖
環
境
」と
職
業
の「
閉
鎖
環
境
」の
区

別
が
弱
ま
れ
ば
、全
面
化
さ
れ
た「
生
涯
教
育
」の
管
理
環
境
を
整

知
覚
教
育
の
必
要
性

T
he N

ecessity of P
erceptual E

ducation

榑
沼
範
久

N
orihisa K

urenum
a


